
被害想定作成例(病院編①)
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	被害想定
（被害の具体的事象）
	防火防災安全上の目標設定

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	建物構造の被害を一部確認。柱：１階ピロティの柱にひびが入り小被害あり。床：現状使用を継続する上での問題なし。
	在館か建物外への避難の判断を○○分以内に下す。

	
	2
	外壁・窓ガラス・看板の一部が落下し、建物周囲にガラスが散乱する。


	散乱物による負傷者を出さない。

	
	3
	１階ロビー天井が落下する。照明器具も落下し破損。ガラス片が飛散し危険な状態となっている。
	散乱物による負傷者を出さない。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	エレベーター最寄階到着後に停止。使用不可。閉じ込め事故が２件計４名発生した。
	閉じ込め者を全員救出する。

	
	5
	１・２階間のエスカレーターが停止する。この時間の利用者はいなかったため負傷者無し。
	転倒による負傷者を出さない。

	
	6
	空調・換気設備の配管が折損する。停電も重なり使用不能になる。


	冬場のためエアコンの復旧を出来るだけ早く行う。ストーブの準備をする。

	
	7
	ボイラ燃料が移動し、停止する。一部重油燃料の漏洩はあったが、着火源はなく火災には至らなかった。
	二次災害（火災）の発生防止。

	３．避難施設等被害
	8
	病室の開放障害により閉じ込め者が発生した。
	閉じ込め者を全員救出する。

	
	
	
	

	
	
	
	

	４．消防用設備等
	9
	スプリンクラーの一部損壊により漏水が発生した。
	火災発生の場合は、他の消火設備で消火する。水損防止を図る。

	
	
	
	

	
	
	
	

	５．収容物等被害
	10
	点滴のつり下げ器具が多数転倒する。
	通常とおり点滴を続行させる。

	
	
	
	

	
	
	
	

	６．ライフライン等被害
	11
	停電があり、ナースコールの使用ができなくなる。
	患者の容態変化を見逃さない。不安を起こさない。

	
	
	
	

	
	
	
	

	７．火災等の発生
	12
	アルコール綿類や化学薬品の落下、転倒があった。
	二次災害（火災）の発生防止。

	
	
	
	

	
	
	
	

	８．人的被害
	13
	ベットからの転落が発生した。
	転落による負傷者を出さない。患者の状態を悪化させない。

	
	
	
	

	
	
	
	


被害想定に基づく予防的対策事項と応急的対策事項（病院例①）
	被害種類と考慮すべき態様
（標準的な付与条件）
	番号
	対応行動の具体化

	
	
	応急的対策事項
	予防的事項

	１．建物等の基本被害
・新耐震設計基準に適合の場合、建築構造の大きな被害は考慮しなくてよいものとする。
・耐震改修促進法の適用がある場合、その結果に基づき構造体の被害を想定する。
	1
	応急判定士や建築技術者により、建物の損傷箇所を目視・確認する。
	耐震診断、耐震補強工事を行う。

	
	2
	従業員や外部者を建物周囲へ近づけない。
	立入り禁止措置範囲の事前把握。庇の設置検討。

	
	3
	従業員を近づけない。破損ガラスの片付け清掃。
	天井・器具・機器の固定、振止め取付。

	２．建築設備等被害
・「建築設備耐震設計・施工指針」等に適合しない部位の損壊や機能停止を想定する。
・官庁施設の総合耐震計画基準」等に基づき機能維持が図られる場合を除き、何らかの機能停止が生ずることを想定する。
	4
	非常用インターホンにより負傷有無の確認と状況説明を行う。消防隊・エレベータ会社への連絡。
	エレベータ会社と復旧・救出フローの確認。（誰がどのように行うか）

	
	5
	使用禁止の処置を行う。「停止」表示を行う。
	エスカレーター会社と非常時の運用ルールを事前に確認。

	
	6
	配管工の手配と修理を行う。
	設計・施工業者に配管の耐震性を確認。

	
	7
	燃料の回収作業を行う。
	可燃物や不要物を納置しない。防火区画の機能確認。

	３．避難施設等被害
	8
	消防隊への連絡、ドアノブに蛍光リングを活用するなど安否確認を行う。バール等によるこじ開けを試みる。
	安否連絡方法の確立、扉の解錠方法の事前確認。

	
	9
	
	

	
	10
	
	

	４．消防用設備等
	11
	近くの消火器等で初期消火に当たる。火災が発生していないことを確認してから制御弁を閉める。
	配管の耐震化を図る。制御弁室の場所を確認しておく。

	
	12
	
	

	
	13
	
	

	５．収容物等被害
	14
	点滴患者の状況を確認し、針が抜去されていた場合は、速やかに差し替える。
	つり下げ器具の転倒防止を強化する。

	
	15
	
	

	
	16
	
	

	６．ライフライン等被害
	17
	看護師による見回り頻度を多くする。
	電気設備の耐震補強を行う。

	
	18
	
	

	
	19
	
	

	７．火災等の発生
	20
	消火器による初期消火。防火戸・防火シャッターの閉鎖。
	転倒・移動防止対策の強化、容器の固定。

	
	21
	
	

	
	22
	
	

	８．人的被害
	23
	患者を速やかにベッドに戻す。
	ベッドの柵が外れないように補強する。

	
	24
	
	

	
	25
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